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商
店
街
の
一
体
感
を
強
め
る
方
策
は
何
か

あ
り
ま
す
か
。

エイエ
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問

2

問

2

問

2

問

1

問
5

問

2

配
点

採

点

上

の

注

意

○
内
容
・
表
現
に
応
じ
て
、
部
分
点
を
認
め
る
。

○
内
容
・
表
現
に
応
じ
て
、
部
分
点
を
認
め
る
。

○
「
存
在
」「
説
明
」
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
語
し
か
使
わ
れ
て
い

な
い
場
合
は
４
点
を
減
じ
、
二
語
と
も
使
わ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
点
を
与
え
な
い
。

○
内
容
・
表
現
に
応
じ
て
、
部
分
点
を
認
め
る
。

○
著
し
く
字
形
の
乱
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
点
を
与
え
な
い
。

○
内
容
・
表
現
に
応
じ
て
、
部
分
点
を
認
め
る
。

○
内
容
・
表
現
に
応
じ
て
、
部
分
点
を
認
め
る
。

○
「
コ
ン
ク
ー
ル
」「
個
性
」
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
語
し
か
使
わ

れ
て
い
な
い
場
合
は
４
点
を
減
じ
、
二
語
と
も
使
わ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
点
を
与
え
な
い
。

○
内
容
・
表
現
に
応
じ
て
、
部
分
点
を
認
め
る
。

正

答

（
注
意
）

·
採
点
に
際
し
て
は
、
「
採
点
上
の
注
意
」
と
と
も
に
、
資
料
文
や
設
問
を
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

·

問
題
5
（
作
文
）
に
つ
い
て
は
、
「
評
価
の
観
点
」
及
び
「
採
点
上
の
注
意
」
に
基
づ
き
、
細
部
の
採
点
基
準
を
作
成
し
て
採
点
す
る
こ
と
。

採
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の

手
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国

語
）
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台

を
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さ
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が

音

楽

の

流

れ

を

滞

ら

せ

ず

に

安

心

し

て

吹

け

て

い

る

散

策

コ

ン

ク

ー

ル

の

こ

と

が

呼

び

覚

ま

さ

れ

、

自

分

に

は

個

性

や

自

分

の

音

楽

が

な

い

こ

と

を

思

い

出

し
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輪

郭

に

よ

り

空
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的

に
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さ

れ
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他
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性
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と

概

念
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に

区
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い

と

い
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質

が

存

在

し

な

い

と
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も
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く

な

り

、

 

説
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に
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る
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づ
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よ
う
で
は

そ

れ

が

し

が

絵

描

き

の

描

い

た

白

さ

ぎ

の

飛

び

方
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○
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
自
分
の
考
え
が
書
か

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
6
点
を
減
ず
る
。

○
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
含
む
）
を
ふ
ま
え

て
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
6
点
を
減
ず
る
。

○
誤
り
や
不
適
切
な
と
こ
ろ
の
多
少
に
応
じ
て
、
1
〜
4
点
を
減
ず

る
。

○
二
段
落
構
成
で
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
4
点
を
減
ず
る
。

○
二
段
落
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
第
一
段
落
に
、
資
料
か
ら
読

み
取
っ
た
内
容
が
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
2
点
を
減
ず
る
。
ま

た
、
第
二
段
落
に
、
第
一
段
落
の
内
容
と
関
連
し
て
自
分
の
体
験

を
ふ
ま
え
て
考
え
が
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
2
点
を
減
ず
る
。

○
内
容
の
程
度
に
応
じ
て
、
1
〜
6
点
を
減
ず
る
。

○
不
適
切
な
程
度
に
応
じ
て
、
1
〜
6
点
を
減
ず
る
。

1 
課
題
と
関
連
す
る
内
容

○
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
自
分
の

考
え
が
書
か
れ
て
い
る
か
。

○
自
分
の
体
験
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
か
。

2 

文　
　

章

○
文
章
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
段
落
や

構
成
に
注
意
し
て
書
か
れ
て
い
る
か
。

○
指
示
さ
れ
た
文
章
の
長
さ
で
あ
る
か
。

○
文
脈
（
主
・
述
の
照
応
な
ど
）、
用
語
な
ど
に
不
適

切
な
と
こ
ろ
は
な
い
か
。

3 

表　
　

記

○
文
字
・
語
句
・
く
ぎ
り
符
号
・
仮
名
遣
い
な
ど
の
表

記
上
の
誤
り
や
不
適
切
な
と
こ
ろ
は
な
い
か
。

○
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
い
る
か
。
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そ

の

2

問
題

配
点

採

点

上

の

注

意

評

価

の

観

点

配

点

合

計

○
採
点
は｢

評
価
の
観
点
」に
従
い
、　

点
か
ら
の
減
点
法
で
行
う
。
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